


補助対象経費

①チャーター便誘致において、当事業の補助対象外とされている航空運賃へ
の補助に重点支援交付金を充当し、それ以外の誘致活動費やプロモーション
費に当事業の補助を充当することは可能でしょうか。
➁県からのチャーター便助成金を受けるツアー造成も対象になりますか。

補助対象経費
海外旅行会社による旅行商品企画を促すための、FAMツアーの設定等は対
象となるか?

旅行商品の企画・造成費として対象となります。

補助対象経費
令和8年度内に新規就航する航空会社であれば、就航時期が年度当初の4月
であっても対象に含まれるという理解でよいか。
すでに就航している航空会社であっても対象か。

申請時点で既に就航している路線、または就航が正式に決定している路線は対象外です。
一方、申請時点で就航が正式決定していない路線は新規路線として取り扱います。
したがって、申請後から交付決定までの間に就航が正式決定した路線も、新規路線として対象となります。
ただし、補助対象となる経費は交付決定後の活動に係るものに限られます。
そのため、交付決定前に支出した経費は補助対象外となりますので、ご留意ください。

補助対象経費

・「２年間運休ルール」について、過去２年間の間にプライベートチャー
ターの運航が行われた地域は対象になりますでしょうか。
・自治体等が関与しない民間の少人数のプライベートチャーター就航実績が
ある路線は、この補助の対象外となるのでしょうか。
・定期便の運休期間中に、臨時便・チャーター便の運航があった場合は対象
になるのでしょうか?

プライベートチャーターや単発チャーターは、過去の定期便にはカウントしませんので、対象となります。

補助対象経費

市場分析や需要分析のためのデータ購入費も事業期間内の購入であれば補助
対象となると理解しているが、データ購入の契約日・納品日・支払日のどれ
で判断されるのか。
例えば、データ利用期間が事業期間を超える場合でも対象となるか。（市場
分析や需要分析のためのデータ購入費について、年間ライセンス契約等で利
用期間が事業期間をまたぐ場合も補助対象となるか。

補助対象経費は、原則として補助金交付決定後から令和９年２月26日（金）までの事業実施期間内に発生し、支
払いが完了する経費が対象となります。事業実施期間外にかかる年間契約費やランニングコストは、補助対象外とな
る可能性があります。
日割り・月割りの按分も原則認められませんが、交付決定後に着手（発注・契約・支出行為）した補助事業で、か
つ、実績報告時の証憑類にて、発生した経費が事業期間内であることが明確な場合には、事業期間内に係る経費を補
助対象とします。

充分な留意を要する項目となりますので、データの調達等に係る支出の可能性がある場合は、必ず事務局に事前のご
相談をお願いします。

補助対象経費

すでに就航している国の都市とは別の都市への新規就航は対象外でしょう
か。
また、既にターゲット国との定期国際線が就航している場合でも、別の航空
会社の就航を目指す場合は、新規就航として誘致費用は補助対象となるで
しょうか?

いずれのケースも補助対象となります。

補助対象経費
A空港で新規路線就航を目指し、既存路線のあるB空港と連携する場合、B空
港の既存路線のPRは補助対象経費になるのでしょうか。

条件付きで対象となります。
既存路線のみの単独PRは対象外ですが、空港同士の連携によって実施する周遊型の旅行を促進する為のプロモーショ
ンであれば対象となります。


